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人形劇公演　開催！
　10月24日（金）飯野学習センターのホールにて、
いいの認定こども園と飯野あおぞら保育所のこどもた
ちを対象とした、人形劇公演を開催しました。
　福島中央子ども劇場の方々に、様々な人形劇を披露
いただき、こどもたちはとても楽しんでいました。
　友達をつくりながら海を進むヤドカリのお話、何で
も知りたがるゾウのお話、有名なお話では「はらぺこ
あおむし」「大きなかぶ」など、豊富な内容で公演い
ただきました。

　はらぺこあおむし・大きなかぶでは、こどもた
ちも一緒に歌って盛り上がり、最後は、みんなで
リズムに合わせて楽しく体を動かしました。
　今年度も、こどもたちの「えがおあふれる」素
敵なひと時となりました。

（ 福島市社会福祉協議会 飯野協議会　事務局 ）

◆◆　１２月の会食サービスは１２月１７日（水）に開催予定です。◆◆

子育て支援部会

飯野地区でクマが目撃されました！
　11月６日（木）旧青木小学校付近（飯野町青木字松保地内）にて、クマ１頭
（体格不明）が目撃されました。
　県において「クマ出没警報」を発令しており、ご注意いただきますようお願いい
たします。

（ 福島市社会福祉協議会 飯野協議会　事務局 ）

民生児童委員・保護司との教育懇談会
　９月８日（月）福島市立飯野中学校にて、民生児童委員と保護司との教育懇談
会が開催されました。
　本懇談会は、地域の実情に詳しい民生児童委員と保護司が、飯野地区のこども
たちに関する情報共有を図ることを目的に、毎年開催されています。
　懇談会においては、学校から１人１台貸与されているタブレット端末や、携帯
電話（スマートフォン）の使用実態、またスクールバス等に関する質問がありま
した。
　ＳＮＳの発展など、こどもたちを取り巻く
環境が大きく変わっていることに伴い、積極
的に教育現場の実情を把握しようとしていま
した。
　こどもたちの健やかな成長のためには、家
庭・学校・地域の連携が不可欠であり、地域
の皆様には今後もあたたかく見守っていただ
きますようお願いします。

（ 福島市飯野方部民生児童委員協議会　事務局 ）



福島市社会福祉協議会飯野協議会へのご寄付ありがとうございました。

◎遺志寄付
阿部　あや子　様（故　阿部　イミ子　様）　飯野町大久保　３０，０００円

　10月29日（水）福島市立飯野小学校にて、
５年生がエレファントガーリックの球根を植えま
した。当日は天候に恵まれ、「ＵＦＯエレファン
トガーリック会」の皆様のご指導のもと、楽しく
植えることができました。子どもたちからは、球
根の植える向きや収穫時の大きさ、味についての
質問があり、地元の特産品に興味をもって植える
ことができたようでした。

　最後の振り返りでは、「地元の特産品である
エレファントガーリックの植え方について知る
ことができた」「マルチを被せる理由がわかっ
た」「土を耕す機械を使うと土が柔らかくなっ
てびっくりした」という感想がありました。来
年６月の収穫を、今から楽しみにしているよう
でした。

（ 飯野小学校　5学年担任 ）

　９月27日（土）飯野支所・学習センターに
て、飯野地区青少年健全育成推進会の主催に
よる「防災体験教室」を開催しました。
　当日は、飯野地区の小・中学生２７名が参
加し、本会の会長で防災士の資格も有する長
谷川氏による、クイズを交えた防災講話、避
難所のテント設営、非常食の試食、火おこし
等を体験しました。
　参加したこどもたちから、「防災について
楽しく学ぶことができた」「また参加した
い」という感想がありました。

（ 福島市飯野地区青少年健全育成推進会　事務局 ）

防災体験教室を開催しました！

飯野っ子、エレファントガーリックを植える！

火起こし体験の様子

全日食チェーン 有限会社ゑびすやフードセンター

福島市社会福祉協議会　飯野協議会に寄付・協賛金
を頂いている企業を不定期で紹介します。

　弊社は、昭和25年に旧伊達郡飯野町にえびすや
菓子店を開業して菓子の製造販売を始めました。
　昭和42年に有限会社ゑびすやフードセンターに
名称変更して総合食料品店に店舗改装し現在に至り
ます。「感謝・感動・還元」を社是とし常にお客様
第一主義の理念で、これからも地域に愛される企業
であるよう、従業員全員で日々邁進して参ります。
　
有限会社ゑびすやフードセンター 代表取締役 髙槻由克
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